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免責事項 

本資料は、ソフトバンクグループ株式会社（以下「SBG」）及びその子会社（以下 SBGと併せて「当社」）並びに関連会社（以下当社
と併せて「当社グループ」）に関する関連情報を提供するものであり、すべての法域において、いかなる証券の購入又は応募の申込み
を含む、いかなる投資勧誘を構成又は形成するものではありません。証券の募集、購入の申し出の勧誘、又は証券の売出しは、1933年
証券法（その改正を含む。以下、「証券法」という。）の登録要件に従って行われます。本資料に含まれる情報は、証券法ルール 135
に従って記載されるものです。   

本資料には、当社グループの推定、予測、目標及び計画を含む当社グループの将来の事業、将来のポジション及び業績に関する記述な
ど当社グループの将来の見通しに関する記述、見解又は意見が含まれています。将来の見通しに関する記述には、特段の限定を付すこ
となく、「目標とする」、「計画する」、「確信する」、「希望する」、「継続する」、「期待する」、「目的とする」、「意図す
る」、「だろう」、「かもしれない」、「であるべきである」、「したであろう」、「できた」、「予想する」、「推定する」、「企
図する」若しくは類似する内容の用語若しくは言い回し又はその否定形などが含まれています。本資料に記載されている将来の見通し
に関する記述は、当社グループが本資料の日付現在において入手可能な情報を踏まえた、当社グループの現在の前提及び見解に基づく
ものです。これら将来の見通しに関する記述は、当社グループのメンバー又はその経営陣による将来の業績を保証するものではなく、
当社グループのビジネスモデルの成功、当社グループの資金調達力及びその資金調達条件の影響、SBG の重要な経営陣に関するリス
ク、当社グループの投資活動に関する又はこれに影響を与えるリスク、SB ファンド（下記で別途定義）並びにその投資、投資家及び投
資先に関するリスク、ソフトバンク株式会社及びその事業の成功に関するリスク、Arm 及びその事業の成功に関するリスク、法令・規
制・制度などに関するリスク、知的財産権に関するリスク、並びに訴訟を含むこれらに限られない既知及び未知のリスク、不確実性そ
の他要因を含み、これらの要因により、実際の当社グループの実績、業績、成果又は財務状態は、将来の見通しに関する記述において
明示又は黙示されている将来の実績、業績、成果又は財務状態と著しく異なる可能性があります。当社グループの実績、業績、成果又
は財務状態に影響を与える可能性のあるこれら及びその他の要因については、SBGのホームページの「事業等のリスク」
（https://group.softbank/ir/investors/management_policy/risk_factor）をご参照下さい。当社グループ及びその経営陣は、これら将
来の見通しに関する記述に明示されている予想が正しいものであることを保証するものではなく、実績、業績、成果又は財務状態は、
予想と著しく異なる可能性があります。本資料を閲覧する者は、将来の見通しに関する記述に過度に依拠してはなりません。当社は、
本資料に記載される将来の見通しに関する記述その他当社が行う将来の見通しに関する記述を更新する義務を負いません。過去の業績
は、将来の実績を示すものではなく、本資料に記載される当社グループの実績は、当社グループの将来の実績の予測若しくは予想の指
標となるものではなく、又はこれを推定するものでもありません。 

本資料に記載されている当社グループ以外の企業（SB ファンドの投資先を含みますが、これに限られません。）に関わる情報は、公開
情報等から引用したものであり、当社は、情報の正確性又は完全性について保証するものではありません。  

商標について 

本資料に記載されている企業、製品及びサービスの名称は、各企業の商標又は登録商標です。 

重要なお知らせ―SBGの普通株式の取引、スポンサーなし ADR（米国預託証券）に関する免責事項 

SBG の普通株式の売買を希望する場合には、当該普通株式が上場され、主に取引が行われている東京証券取引所において売買を行うこ
とを推奨します。SBGの開示は、スポンサーなし ADR（以下「ADR」）の取引の促進を意図するものではなく、ADR の取引判断を行
う際にこれに依拠すべきではありません。SBG は、SBG の普通株式に関するスポンサーなし ADRプログラムの設定又はそれに基づき
発行される ADR の発行若しくは取引について、過去及び現在において、参加、支援、推奨その他同意を行ったことはありません。SBG
は、ADR保有者、銀行又は預託機関に対して、(i)SBG が 1934年米国証券取引所法（以下「証券取引所法」）で定めるところの報告義
務を負うこと、又は、(ii)SBG のホームページに、SBGが証券取引所法ルール 12g3-2(b)に従って証券取引所法に基づく SBG の普通株
式の登録の免除を維持するために必要な全ての情報が継続的に掲載されることを表明するものではなく、また、当該者又は機関は、そ
のように信じてはなりません。適用ある法が許容する最大限の範囲において、SBG及び当社グループは、SBGの普通株式を表象するス
ポンサーなし ADR に関連して、ADR 保有者、銀行、預託機関その他企業又は個人に対するいかなる義務又は責任を否認します。  

上記の免責事項は、ソフトバンク株式会社や LINE ヤフー株式会社などの、スポンサーなし ADR プログラムの対象であるか又は将来対
象となる可能性のある当社グループの証券に同様に適用されます。 

本資料に記載されるファンド情報に関するお知らせ 

本資料は、情報提供を目的として提供されるものであり、法律上、税務上、投資上、会計上その他の助言又は SB Global Advisers 
Limited（以下「SBGA」）、SB Investment Advisers (UK) Limited（以下「SBIA」）及びそれらの関係会社を含む SBG の子会社（以
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下併せて「SB ファンド運用会社」）により運用されるいずれかのファンド（文脈に応じて、パラレル・ファンド、フィーダー・ファン
ド、共同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて「SBファンド」）のリミテッド・パートナーシップ持分又は同等の有
限責任持分の販売の申込み又は申込みの勧誘を行うものではなく、また、いかなる方法でもそのように依拠してはなりません。疑義を
避けるために付言すると、SB ファンドは、他のファンド同様、 SBIAとその関係会社によって運用されている SoftBank Vision Fund 
L.P. （文脈に応じて、あらゆるパラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併
せて以下「ビジョン・ファンド 1」）、SBGAとその関係会社によって運用されている SoftBank Vision Fund II-2 L.P. （文脈に応じ
て、あらゆるパラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて以下「ビジョ
ン・ファンド 2」）及び SBGAとその関係会社によって運用されている SBLA Latin America Fund LLC （文脈に応じて、あらゆるパラ
レル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて以下「ラテンアメリカ・ファン
ド」）を含みます。 

SBファンド（ビジョン・ファンド 1及びビジョン・ファンド 2並びにラテンアメリカ・ファンドを含む）、SBファンド運用会社、SB
ファンド運用会社により運用される後続又は将来のファンド、SBG又はそれぞれの関係会社のいずれも、本資料に記載されている情報
の正確性又は完全性について、明示又は黙示であるとにかかわらずこれを表明又は保証するものではなく、また、本資料に記載されて
いるパフォーマンスに関する情報は SB ファンドその他本資料に言及される企業の過去若しくは将来のパフォーマンス又は SB ファンド
運用会社により運用される後続ファンド、将来組成されるファンドの将来のパフォーマンスについての確約又は表明として依拠しては
なりません。 

SBファンドその他本資料に言及される企業のパフォーマンスに関する情報は、背景説明のみを目的として記載されるものであり、関連
する SB ファンド、本資料に言及されるその他のファンド又は SBファンド運用会社により将来運用されるファンドの将来のパフォーマ
ンスを示すものとして考慮されるべきではありません。SBファンドの特定の投資対象に関する情報への言及は、それに含まれる範囲に
おいて、関連する SB ファンド運用会社の投資プロセス及び運用方針を説明することのみを目的として述べられたものであり、特定の
投資対象又は証券の推奨として解釈してはなりません。SBファンドのパフォーマンスは各個別の投資においてそれぞれ異なる可能性が
あり、個別に言及した取引のパフォーマンスは、必ずしも全ての適用される従前の投資のパフォーマンスを示唆するものではありませ
ん。本資料において記載及び説明される特定の投資は、関連する SB ファンド運用会社が行う全ての投資を示すものではなく、本資料
において記載及び検討される投資が利益を生んだ又は将来利益を生むと仮定すべきではありません。 

本資料に記載される SBファンドのパフォーマンスは、ポートフォリオ投資の未実現の評価額に基づくものです。未実現の投資評価額
は、関連する SBファンド運用会社がそれぞれ特定の投資に関する状況に基づき合理的とみなす前提及び要因（例えば、評価日現在に
おける類似の会社の平均株価収益率その他勘案事項等を含みます。）に基づくものです。しかしながら、未実現の投資評価額が本資料
に記載されている金額又は本資料に記載されているリターンを算定するために用いられる金額で実現されるという保証はありません。
また、かかる実現に関連する取引費用が未知であるため、当該取引費用は、かかる算定に含まれません。未実現額の見積りは、常に変
化する多くの不確定要素の影響を受けます。関連する SBファンドの未実現の投資に対する実際の実現リターンは、いくつか要因があ
る中で特に、将来の運用実績、処分時の資産価格及び市況、関連する取引費用並びに売却の時期及び方法によって決まるものであり、
これらの要因は全て、関連する SB ファンド運用会社の評価の根拠となった前提及び状況と異なる可能性があります。 

過去のパフォーマンスは、必ずしも将来の実績を示すものではありません。SBファンド又は SB ファンド運用会社により運用される将
来のファンドのパフォーマンスは、本資料に示されるパフォーマンス情報よりも大幅に低くなる可能性があります。各 SB ファンド又
は関連する SB ファンド運用会社により運用されるいずれか将来のファンドが、本資料に示される実績と同等の実績を達成するという
保証はありません。 

本資料に記載される第三者のロゴ及びベンダー情報は、説明目的のためにのみ提供されるものです。かかるロゴの記載は、かかる企業
又は事業との提携又はその承認を示唆するものではありません。SB ファンド運用会社、SBファンドのポートフォリオ会社、SB ファン
ド運用会社により運用される将来のファンドの将来のポートフォリオ会社、又は SBG が、本資料に記載されるロゴを有する企業又は事
業のいずれかと今後業務を行うという保証はありません。 

SBGA及び SBIA は、ビジョン・ファンド 1、ビジョン・ファンド 2及びラテンアメリカファンドの運用に関して、相互に SBGからそ
れぞれ別個独立した業務プロセスを採っています。SBGA 又は SBIA によって運用される SBファンドは、それぞれ SBGA 単独又は
SBIA単独で運用されています。 
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質疑応答 

 

質問者 1：7月以降、米国のテック大手を中心に、データセンター投資が過剰なのではないかとい

う指摘が強まっているように思います。御社は、今後も AI投資がこれまでのようなペースで加速

していくのか、それとも変化が生じる可能性があるのか。この辺りをどのようにご覧になっている

か教えてください。 

後藤 ：データセンターのプロジェクトが今年、確かに米国で次々とスタートしています。もとも
と火をつけたのは Stargate プロジェクトかもしれません。バブルではないかという論調もお見受

けしますが、需給面で圧倒的な供給不足であるのは間違いないと私たちは見ています。そのため、

プロジェクトが次々と進行していくことは、健康的な状態だろうと思います。 

コンピュートの確保ができないと、AIの技術、産業の成長スピードが鈍ってしまうわけですか

ら、当社も含めて、多くのプロジェクトオーナーがこうした取り組みをリードしていくことが、

今、世界的に必要だろうと思っています。われわれもぜひその役割を果たしていきたいと思ってい

ます。 

質問者 1：OpenAIの上場時期についてお伺いします。来年に延期という報道も出ていますが、想

定する時期についてはどのようにお考えでしょうか。また、延期になることが御社にどのような影

響をもたらすのか教えてください。 

後藤 ：いつも同じお答えで申し訳ないのですが、われわれが上場するわけではないので、コメン
トはできません。もちろん、投資家の 1人として、今後、OpenAI の上場というのは期待するもの

ではあります。 

質問者 2： 先ほどご説明のあった SB Neoについて、通信子会社のソフトバンク株式会社（以下

「SBKK」）と一緒にやる狙いを教えてください。ネオクラウドの需要がある中でノウハウを構築

するといったことがあるかと思いますが、その狙いを教えてください。 

細かい点ですが、ネオクラウド事業について、10GW規模のインフラを展開するというお話しがあ

りました。先ほどご説明のあったオハイオ州やテキサス州のデータセンターも 10GW みたいな話

がありますが、この関係についてはどう考えればよいのでしょうか。SB Neo で使うデータセンタ

ーは、オハイオ州やテキサス州のデータセンターを活用すると理解すればいいのでしょうか。 
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また、ノンリコースで調達するということで、おそらく、本体の財務に影響を与えないという意図

があると思いますが、事業規模に対して、どの程度をノンリコースで調達する想定なのかも併せて

教えてください。 

後藤 ：ネオクラウドサービスの事業主体は SBKKですので、ご質問の中の細かい部分は、ぜひ彼

らへご質問いただければと思います。SB Neo は、先ほど見ていただいたプロジェクト概要の中

で、計算能力をいろいろな形で提供していくことが役割です。 

そして、ノンリコースローンについてもご質問がありましたが、これは一つのプロジェクトに対す

る、いわゆるプロジェクトファイナンスの一般的な形です。プロジェクトファイナンスというの

は、出口にあたるオフテイカー、つまり実際にサービスを使う人、利用料を払う人のクレジットに

依拠したファイナンスになりますので、われわれにとっては、ノンリコースのファイナンスを調達

することになっていくと思います。 

ということで、それ以上の詳細については、またぜひ SBKK にお尋ねいただければと思っていま

す。 

質問者 2：10GW は、ネオクラウド事業の発表で、その規模のインフラを展開する予定と書いてあ

ったと思うのですが。 

後藤 ：もちろん 10GWやりたいですよね。スタートしてから、需要を見ながらこつこつと積み上

げていければと思っています。 

質問者 2：ネオクラウド事業は、テキサスなり PORTS Technology Campus のデータセンターを

活用するという前提で考えているということでよろしいですか。 

後藤 ：まだ具体的にどのプロジェクトに入っていくかというところまでは決まっていませんが、
対象地域としては米国全土が視野に入ってくると思います。 

ネオクラウド事業は、PORTSプロジェクトとは別のプロジェクトなので、そこは同じものとして

見ないでいただければと思っています。 

質問者 2：Armの新しいチップ事業はすでにスタートしていると思いますが、かなり引き合いがあ

り、2026年度と 2027年度にかけて 20億米ドルの需要があるほど好評だというお話だったと思い

ます。この 20億米ドルはどのぐらいの確度なのでしょうか。人気があって、もう少し増えるもの

なのか。今のところの手応えをあらためて教えてください。 
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ジェイソン ＊： Arm AGI CPUについては、今年度の第 4四半期に出荷を開始する見込みです。当

初、3月にプロダクトを発表した際には、今年度と来年度を合わせて、およそ 10億米ドルの売上

になると見込んでいました。 

その後、2四半期前には、需要がすでに 20億米ドル近くまで拡大したとご説明しました。そして

先週の決算発表では、20億米ドルを超える需要があるとお伝えしました。ただ、売上高のガイダ

ンスは変更していません。主にウエハーの供給能力を巡るサプライチェーンの制約に引き続き対応

しているためです。 

 ほかにもいくつか制約があります。一部については対応が進んでいますが、追加の 10億米ドル超

の需要のうち、実際にどの程度を出荷できるのかについては、価格や確保できるウエハーの供給能

力がより明確になるまで、あと 1～2四半期は申し上げられないと思います。 

全体的な需要に関しては、 今年度、来年度にとどまらず、その先の需要も強く、2028年度に続く

2029年度には、需要が倍増すると見込んでいます。これは、Arm AGI CPUの受注パイプラインが

引き続き拡大しているためです。 

 先ほど後藤からも説明があったとおり、今四半期には複数のローンチパートナーが新たに加わり

ました。今後も新たなローンチパートナーを発表していく予定です。需要は非常に順調で、Arm 

Everywhereのアナリストイベントでお話しした見通しを上回る可能性もあります。 

質問者 3：今年の株主総会で、孫さん（孫 正義 代表取締役 会長兼社長執行役員）が晩年の 15年

にかける大きな決意を示されました。私は、このビジネスストーリーに感動しました。NAV1,000

兆円ということですから、今が 58兆円だと、あと 19個分ぐらい生まないといけない、そういう

挑戦なのですね。 

でも、それは、孫さんの魅力そのものだと思います。後藤さん、君和田さんは、まさに腹心という

か、女房役というか。孫さんが 85歳のときは、後藤さんも 80歳になるわけです。ある種、これ

が経営者なのだなと思ったのですが、それに付き従う側として、孫ガチョウ論をどのように受け止

めたのでしょうか。 

後藤：私どもも、あの場で孫が 15年という数字のイメージをコメントすると思っていたわけでは

なかったので、驚きとともに、大変うれしく思った部分があります。 

当社の時価総額もこれだけ大きくなってきましたが、創業者の孫が CEOであり、筆頭株主でもあ

るというポジションのまま今に至っています。こういう会社のサクセッションプランはどうあるべ

きかというのは、もちろん、多くの投資家の皆さまからもご質問をいただくところではあります。 
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ただ、われわれとしても、彼がこれからさらに素晴らしいパフォーマンスを出していける限り、本

当に頑張ってほしいと思っています。われわれも引き続き、支えていきたいと考えています。 

質問者 3：つい先日、生成 AI関連の特許が約 3,000件で世界一になったという報道がありまし

た。これは 2～3年前に孫さんが、とにかくどんどん出すのだという話をしていた成果だと思いま

す。財務的に見れば、基本特許だけでなく、周辺も含めて面的に押さえておくことで、将来的に何

らかの利益を生み出していく。これも長期計画だと思うのですが、孫さんや後藤さんの間で、これ

だけの特許をインフラとして、面的というか、網のように押さえておくことで、将来どのような財

務的な効果が生まれてくると考えていらっしゃるのでしょうか。3,000件ぐらいの特許を取るのに

どのくらいのコストがかかっているのか、よく分からないですが、その辺りも含めて、SBGの考

え方を伺いたいです。 

後藤 ：特許を出願するためには、従来であればマンパワーも含めて相当な労力がかかり、それな
りの費用もかかるわけです。この数年、孫やその周辺のメンバーが AI関連の特許を加速度的に出

願していく中で、われわれ内部でも AIも活用しながら、かなり効率的に、素早く出願できる仕組

みを作ってきています。 

それでも、コストはある程度かかるのですが、これはわれわれの将来の事業成長に向けた、まさに

種まきですので、大いに奨励していきたいと思います。そのコストは、私どものところで十分見込

んだ上で、どんどんチャレンジしてほしいと思います。 

特許というのはまた面白いもので、出したほうがいいのか、出さないほうがいいのか、実はいろい

ろな判断も生じます。その辺りは、特許の専門家も社内にたくさん配置し、リーガルチームと一緒

になって、将来取りこぼしのないよう、積極的かつ前向きに取り組んでいきたいと思っています。 

質問者 3：今のお話ですと、OpenAI の AIなどを活用したからこそ、これだけの特許を出せたとい

うことでしょうか。ソフトバンクグループにそれだけの特許を出せるパワーがあるのかなと実は思

っていたのですが、世界のビッグテックと比べると、ほとんどの企業より多く出したわけですね。

これはやはり、AIを活用した効果と考えていいですか。 

後藤 ：その仕組みそのものを孫自らが考えて、提案してくれることもたくさんありまして、この
辺りは本当にすごいなと思っています。 

質問者 4：オハイオのデータセンタープロジェクトについてです。一部報道によると、NVIDIAが

2,500億米ドルに相当する金額を保証し、OpenAIがその 10GW のデータセンターをリースできる

ようにするということでした。こちらについて、どういう状況なのかコメントをお願いします。 
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後藤：今まさにさまざまな関係者と交渉を行っている真っ最中で、詳細はコメントできません。皆
さまにお話しできる状況になれば、説明したいと思います。 

質問者 4：OpenAIについて、LLMの競争が激しく、中国からも非常にクオリティーの高い LLM

が出ています。SBG は現状、OpenAIだけに投資していますが、現時点で OpenAIのバリュエーシ

ョンをどう評価しているのか。また、ほかの LLM に投資する考えはないかについて、コメントを

お願いします。 

マーク＊：まず、バリュエーションについてです。OpenAIも、ほかの保有資産と同じ評価モデル

を適用しており、基本的に三つの要素で評価しています。 

非上場企業の場合、主な要素の一つが、直近の資金調達ラウンドにおける評価額です。現在、

OpenAIもこの評価額を基準にしています。大きなニュースがない限り変更しませんが、状況は常

にフォローしています。 

もう一つは、OpenAI 以外の LLM には投資しないのかというご質問でした。これまで、例えばラ

イドシェアでは複数の競合企業に投資してきました。ただ、OpenAI は、単なる投資先ではなく、

パートナーとして見ています。今後、OpenAIとはさらに多くの取り組みを進めていく予定です。  

われわれは OpenAIのモデルに非常に強い自信を持っています。LLM に関しては投資先を分散さ

せず、すべての卵を OpenAI のかごに入れることを選択したということです。 

質問者 5： 先ほど、今後の投資は抑え気味になるかもしれないという発言がありました。アメリ

カのマーケットで一部のハイテク関連株価が軟調とも言われる中、今後の資金調達の見通しについ

て、どのように見ていらっしゃるのでしょうか。 

後藤 ：もしかするとミスリードがあったかもしれません。投資額の数字だけを見ると、今年度は
昨年度より少なく見える、ということを軽く評論しただけです。われわれは投資予算を持って投資

するわけではありません。意図的に投資予算を持たないという選択をしています。 

自己勘定の投資会社としてパフォーマンスを最大化しようと思うと、例えば予算を持っていて、3

月末になっても余っていると、これを使わないと来年の予算をもらえないので、あまり魅力のない

企業に投資したりするわけです。 

また、予算を全部使ってしまったあとですごく良い会社が出てきた時、もう予算枠を使い切ったか

ら投資できない、ということはしてはいけない。やはり良い投資は良いときにやる。それを実行し

ていきたいと思っています。 



 
 

 

 
 
 

8 
 

その意味で、調達はどうかというご質問ですが、調達環境は決して悪くないと思っています。もち

ろん、金利自体はこの数年上昇してきていますから、金利コストの問題はあります。ただ、われわ

れのように投資利回りに一定の目安を置いてチャレンジしていく会社としては、金利のコストとい

うのは十分に飲み込めるコストだと思っています。 

調達の規模をグローバルに見ると、かなり活性化しているマーケットが多いと思います。発行体と

投資家の需給バランスで言えば、双方が積極的、ポジティブに取り組む環境です。その資金が実体

を持った事業への投資をベースにしているのであれば、われわれがこの 40年ぐらいの間に何度か

経験したバブルとは一線を画すマーケット環境だろうと、財務面・市場面から見ています。われわ

れが投資すべきと判断する案件の調達は、今後も問題なくできるだろうと考えています。 

あと、私たちの調達余力を資産のバランスで見ていただきますと、NAVで 60兆円近い状況です。

ネットですから、債務を引いた後で 60兆円近くあるという状態です。その観点からのコーポレー

トクレジットの余力も、われわれとしては非常に強い財務状況ではないかと考えています。 

質問者 6：8月 5日時点の LTV と、その評価について教えてください。 

後藤 ：8月 5日時点の LTV は発表していません。概算値は持っていますが、具体的なコメントは

控えたいと思います。ただ、推測していただきたいのは、6月末の LTVの数字は NAV72.3兆円に

基づいて見ているということです。 

足元では NAV が 58.3兆円ですから、分母が減った分、LTV は少し上昇していることは算数的に想

像していただけると思います。ただ、われわれとしては、安全圏の中にあることは間違いない、と

いうところまではコメントできるかと思います。 

質問者 6：データセンター計画の進捗についてです。3月に発表されたオハイオ州の 10GW 規模の

プロジェクトは、この規模なので、複数の棟を建設すると思うのですが、第 1棟の完成時期などを

教えてください。また、複数のオフテイカーが関心を示していると思いますが、需要の状況や、供

給枠が埋まりそうかといった点についても、コメントがあれば教えてください。 

後藤 ：最初の着工は 2026年中を予定しています。ここは先ほど申し上げたとおりです。ただ、全

体のスケジュールについては、まだ開示できる状況にありませんので、準備が整いましたら、あら

ためて皆さまに説明したいと思います。 

あと、オフテイカーとは非常に密接に協議を続けています。大変根強い需要をいただいていますの

で、われわれとして、ベストな着地を目指していきたいと考えています。まだクローズしていませ

んので、現時点での詳細な説明は控えたいと思います。 
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質問者 7：今回、投資利益を押し上げた要因として Intelの名前が挙がっていました。非常に興味

深いと思ったのですが、Intelの飛躍に対するコメントや、今後への期待について聞かせていただ

けますか。 

後藤 ：この 3カ月はご存じのとおり、半導体銘柄の株価が非常に急騰しました。Intelについても

4～6月に株価が急上昇し、われわれとしてはポジティブなサプライズでした。その結果、決算

上、大きな投資利益を計上することになりました。 

質問者 7：今後、Intelに期待することがあれば、教えてください。 

後藤 ：もちろん今後も、半導体領域の各銘柄はかなり荒い値動きをすると思いますが、投資会社
としては、投資先の価値がさらに成長していくことを期待しています。 

______________ 

[注] ＊英語での発言内容を翻訳したものです。内容および解釈については英語原文が優先されま 
す。 

 


